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の
拿
裡
に
歸
す
今
所

#

.

の
規
則

'1
£

し
き
囘
歸
を
.中
心
せ
し
て
考
察 

.

し
行
け
、る
に

.

反
し
、今
は
生
產
階
級
の
掌
裡
に
歸
す
：る
年
令

0

元
.
資
0

規

則

正

し

き

、
囘

歸

を

中
 

.

心
す
し
て
、同
じ
主
：張
を
立
せ

.

ん
と
：試
み
れ
る
其
相
逄

.

に
$

く

.
も

の
に
し
て
、此
後
の
相
違
乙
そ 

寧
ろ
重
大

.

な
る
相
‘

違
.

な
れ
：と
謂
ふ
を
，得
可

1,
■

'

，
次
に
又
此

'

表
.

に
於
け
る
分
配
過
程
に
就

&

て
は
、パ
：ク
ァ
ー
氏
に
簡
潔
な
，る
說
明
ぁ
れ
ど
も
、

......... 

•

 

.

 

:

氏
.
：の
，
其

際.
に
用
ゐ
た
る
圖
表
は
ヶ
ネ
ー
の
此
範
式

^

相
同
じ
か
ら
ず
し
て

♦

却
つ
.

て
初
め
に
、揭 

げ
-

た
る
舊
の
經
濟
，表
に
近
き
左

.

の
如
き
も
の
た
る

.

を
見
.
る
な
b

o
 

.

而
し
て
氏
の
此
圖
表
は
氏
自
身
の
見
地
ょ
ぅ
之
を
觀
れ
ば

1

自
ら
然
ら
ざ
る
を
#
ざ
る
も
の

M

十

二

锫(

一
五
三
 

一O '
' 

■ 

E
 

T

i

g
w'c

o
n
o
m
i
q
u
e
c

經
濟
表

)

の

觚

說

第

十

ー

號
 

四
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說
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四
六
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•
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、

' 

. 

.

.
,
•
.
.
.
.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

.

な
”

る

可

：ベu
.

x:
^

%

«

®

な

；
令

の

；
み

：
な
：
：

&

中

、
ヶ

ネ

' 

0

. 

新
.

舊

：
雨
:1
1

_

が
相
2

に
筏
交
#

な
ら
ざ
：
.
る
を
示
ず
も
の
：
 

V」

し
て
之
を
觀
れ
ば
、又

.
'/
2

1

:

個
：の
效
用
を
有
す
年
獬
し 

得
可
し
と

#

'

も
、併
し

.
氏
，の
此

«

表
に
は
後
に
述
ぶ
.，る
が 

如
き
雛

®

の
存
す
る
を
見
る
其

' 

上
R

、假
令
雛
點
な
し
と 

す
る
も
、其
が

.

何

故

に

能

，
く

ヶ

ネ

ー

自

身

：の

彼

の

範

式

？ 

略

ぼ

同

マ

事

を■

&

. #

つ
：
て

氏

：
の

幽

表

に

依

キ

て

ヶ

ネ
 

1

の
說
を
窺

'
知
し
'

得
：る： .

や
.
を
翔
.

ら
，ん

が

に

は
、却

o
 

て
豫
.

め
先
づ
ヶ

.

ネ
ー
自
身
の
範
式
を
正
解
す
る
を
■必
要 

ど
す
る
も
の
あ
る
が
故
に
、吾
人
は
不
幸
に
し
て
氏
の
說
明
を
此
處
に
援
用
し
て
自

&

安
ん
.ず 

る
を
得
ざ
る
潜
な
，

然
れ
ど
も
他
方
に
於
て

.

菩
人
自
ら
之
が
說
明
の
任

.

に
，當
ら
ん
：
.
は
、此
場
合

.P

於
て
は
謂
は

'

:V':

1

■
個
の
！僧
越
を
敢
て
す
る

4

の
に
外
な

&

ざ

る

可

し

。

籃

し

ヶ

ネ

ー

，
が

此Is
式
R

附
せ
.る
.說
：
 

明
炎
眞
に
其
詳
細
を
悉
せ
る
，

も

の
R

U

て
、局
外
ょ

b

一
語
/た
も
.之
に
附
加
す
る
を

.用
a

.ざ
，れ
.

2 0

50

I

；

H

尨
り
。
因
つ

_
て
以

i T
に
於
.
て

.^
ヶ
ネ
ー
の
語
を
以
て
ヶ
、

,

丨
の
範
式
を
說
き
、然
る
後
に
必 

要
な
る
註
解

.を
其
上
に
施
す
可

^

'0
.
乃

'|
>

先
，つ
.
彼
を
し
ャ
此
：處
に
必

^

語

;&
.し
め

.よ

.。：

「

經
濟
.表

は

三
り

の
階
級
と

彼
.等
の

年
々
の
資
產
せ

を
包
#

し
、
锻
f

*

互)

の
取
引
を
次

0

形

に

て

畫

く

も

の

，と
す
。

|
.此
.階

級
0

^

.々

の
% 0
» 0

.
樣
總
、額
ニ
十
僑

: ?

令
の
：舞

'

爲
め
に
投
發
ら
る

N

費
用

'の
.義
に
：し
て

.
此
頟
の

_

.
五
依
に
當
る
設
備
資
本
士
'ゅ 

生
產
.

:«
-級

^

‘
丨

.

.

制
然
.區
別
す
る
を
要
す

)

に
し
：て
五
十
億
の
生

.產
を
な
す
。

.
-內

j,l

十
偉
は
純

.生
：顧 

I

文
^

所
得
.な

匕

す

。

'

「

此
'階
級
の

^

#°
..
は 

一

|

十
億
に
し
て
彼
は

.
»

內
の
十
彦
女
生

(

產

，
階

級

，
よ
K
Vの

.
晴
 

i
 

I
 

‘1

買
に
，他
の

’十
偉
を
不
生
產
階
級

.よ
i

.

Qll
i
:
買

に

：費
す
。
.

I

.'
 

‘

$

逢
產
瀵

I

 .

此
赠
乘
の
元

^

っ
は
總
難
于
偉
に
し
て
生
産

(

階
；級
よ
办
：原
：料
を
購
入
す
各
爲
め 

階

P

1
H

不
生
產
階
級
に
依

&)

贺
さ
气
 

,

‘

故(

^

往
產
.
階
級
《
生
產
物
十
濾
を
地
主
階
級
に
賣
り
、闾
じ
く
十
億
を
，其
、エ
業
.の
原
料
ビ
し 

笫
ナ
二
盤

2-

生
：

I
l
i
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論
.
訛
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l
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i
q
u
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經
濟
表

)

の
解
說

.

竿

i

m

0
^



笫

■十
二翁

c

at
H

四)

論

說

T
a
H
I

 

S
C
O
B
O
m
J
q
u
e

 (

經

濟

表)

の
解

說

第

十
一
猇 

四

八

て
、彼

1

々
之
を
購
入
す

.る
、不
生
產
階
級
に
資
却
す
、
 

此
额
，

二
十
®
也

.

地
主
階
書

‘
が
不
生
產
階
級
よ

6

の
購
入
に

®

し
た
る
十
億
は
、此
階
級
に
依
り
其
階
級
を
組

,

.'

.
 

...
 

•

織
^

る
.

A
冷
の
食

»

と
し
て
、生
產
階
狹
よ

f

生
產
物
を

)®
入
す
る
爲
め
に
用
：ゐ
ら
る
，

« 

■ 

•

.

' 

. 

, 
' 

此
額
十
億
也 

,

1

0V
)

地
主
踏
級
及
：木
生
產
階
級
の
生
產
階
級
よ
ぅ

■

入

す

る

總

額

.は 

三
十
.億
也 

了
賣
却

せ
る
三
十
億
の

.生
*

物
に

.代
ぇ
て
生
產
階
：級
の
受
領
せ
る
此

三
十
偉
の
內
其
ニ
十
億 

は

當
該
年
度

の
所
#

ヰ
し
て
彼
之
を
地
主
階
鉍
に
負
ひ
、爾
餘
の
..十
億
は
彼
之
を

不
生
.產
階
.級

よ
b

x

藝
品
を
購
入
す
る
爲

.め
に
養
す
。

此
後

'の
.
隙
級
は
此
金

«

を
^

,
め
彼
が
其
エ
海
品
中
；

•

 

.

に
^

用
す
る
原
：料

.を

.

.購
入
す
：る
爲

.め
れ
生
産
，階
級
に
支
挪
ひ
た
ネ
洱
元
寶
を
囘
锶
す
る

目
的 

に
^

保
有
す

。j 

:

;

原
料
ビ
加
エ
の
_

爲
：め
'

の
：努
#

と
：は
不
生
隹
階
級

.

の
.

販
賣
額
を
ニ
十
億

t

達
せ
じ
む
。

其
內 

'.
C

D

.牛
億
は
此
階
級
を
組

_

す
る
.

人
^

^

爲
め
に
费
S

れ•

：
：
—

他
の
十
億
は
、次
年
度
に
^
て

新
*

6

產
•階
級
よ
り
不
生

0

階
■級
め
製

作
す
，る

±

藝
品
の
棒
料
を
,
入
す
る

爲
.め
に

用
ゐ

.

ド
 

.

.. 

' 

-

♦

名

气

彼

の

：元

資

：を.
囘
：復

す

る

目
.的

：に
^

舞

有

せ
'
ら
.る
-

へ
'

：

.
-
.
'

「

再
生
/產
總
額
五
十
億
中
よ
う

.地
主
階
級

4

不
生
產
階
級
は
其
消
廣
の
爲
め
に
三
十
镡
を
購 

入
.し
.：た
：う
.。

故
P
.生
産
：階
級
の
'
手
許
に
は
猶
ほ

4

一

十

傭

の

生

産

物

殘

存

，す
。.
加
'之

此

階

級

株 

不
生
產
階
級
よ
り
十
億
の
エ
集
品
を
購
入

.
せ
る
を
以
：て
、彼
の
年

'令
の
基

.

.本
は
斯

'く
そ
三
十
億

' 

に
上

&

、興
は
此
階
級
の
各
種
の
勞
働

(

是
は
農
業

0

年
令
の
元
資
た
る
も
：

Q

よ
i

支
給
せ
ら

.
る) 

及
び
設
備

*

產

の

日

常

各

種

，の
修.復(

是
は
後
に
述
ぶ
る
利
子
よ

6

支
辨
せ
ら

.る)

に
從
事
す
る 

凡
百
の
人

V

に
依
う

.て
消

#

せ
ら
る
。

故
に
生
產
：階
級
の
年
々
の

« 0
版
は
ー
ユ
十
億
蜱
し
て
31
: 

ニ
十
億
は
自
己
の
消
費

’の
爲
め
に
保
有
す
る
生
產
物
よ

b

成
り
、他
の
十
億
は
不
生
產
階
級
よ
：
 

K
y購
入
し
た
る

H

藤
品
よ

h

成
る
。
此
三
十
億
は
世
人
が
生
ノ
產
階
級
の
囘
收

(
L
e
s

 R
e
p
r
i
s
e
s)

と
呼 

ぶ
所
の
も
の
を
形
成
す
る
も
の
に
し
て
、其
內
の
一
一

.
-十
偉
は
，此
階
級
が
其
消
毅
に
因
う
て
消
滅 

せ
.
し
め
た
る
凝
用
を

'補
償
し
維

.
持
す
，る
爲

^

、年
々
再
生
產
す
る
其
五
：十
億

.
の
'再
：生
產
の
爲
め 

の
直
接
の
勞
働
に
我
さ
る
、
年
々
の
元
資
を
形
成
し
、他
の
十
億
は
此
同
じ
階
級
に
依
り
其
設 

備
的
元
資
の
利
子
藤

0

注
、此
場
合
に
於
て
は
百
億
の

|

割
な
る
は
ヶ
ネ
ー
の
言
の
如
し

^

し 

て
賣
却
代
金
中

1

$

豫

め

控

除

せ

ら

る

。

」
(

以

上
o
n
^
?r
§

v,
.O

u
v
r
e
s

 

&
o
n
o
m
i
q
u
e
s

 e
t
p
h
H
o
s
o
p
h
i
q
u
e
s
^

 

F
.
o
u
e
s
n
a
y

 

p
.

 

3
I
O
I

3
I
3

 

よ 
b
 

拔

萃
»

_
 
す) 

、

以
上
は
ヶ
ネ
ー
自
身
を
し
て
語
ら
し
め

/2

る
彼
の

『

經
濟
表
の
範
式
、

」

の
說
明
の
大
體
な
う
ビ 

し
て
、今
彼
の
此
言
に
基

&

前
揭
の
範
式
を
補
註
す
る
ビ
き
は
、其
は
左
の
如
く
な

.

る
可
し
。

‘
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事
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然
6

.

.

而
し
；て
今

.
此
表
を
.

ビ
な
て
前
に
揭
げ

_

た
る
.

『

經

濟

表

の

，
範

：
式

」

と

..：

比

.
較
す
る
を
ぎ

.

は
、雨

* -
. 

0

.

1

1

の
.
.
一
致
弩
見
ん
：：が
爲
め
に

.

は
、絕
式

^.
.

於
ぞ
左
-

侧
雜
娜
の
，瞬

»

身

..の
 

數

字
よ

り

右

側

縱

列‘
0-
下

段

の

數

字
に
斜
.

行
す
る
點
線
を
、此
表

の

；''
*

く
左
侧

0
0 
f

一

行

目

' 

の
數

字

よ
^V..

斜

行

.す

：か
も
.の

に

改

正

す

る/
か
、若
<

.

ば
其

反

對

，
R

此
表
を
彼
の
範
戎
の
如
く
改 

.

庇
ず
る
.

か
の
"
一
一
方
法
に
就
き

V

--
K

.一 

を
撰
擇
し
來
る
を

#

要
ど
.

す
,

も
の
な
#

;

が
#

t

ば
.
.
^

j 

.

表
を
以
て
年
レ
ビ
な
し
；從

.
つ
货
吹
び

.

可
き
ば
彼
の
，
_

^

な
^

と
な
へ
ず
者
な

r..Mし
：啦
‘考

ば

.「 

.
ヶ
'
.
ネ
1.

の
說
‘

明
を
忠
.•»
に

追

a

,

行

.̂

て

作

；れ

る

，も

時
な
.

ぱ

。_
贫
 

：
 

表
は
改
办
ら

’る
'
.可
.
き

性
質
.の
も
の
に
ぁ
ら
ず
ビ
謂
ひ
得

る

3 5

上

•

に

、
範

，•
式

の

如

く

點

铖

を

5!

く 

—

ヶ
不
の
說
明
の
何
處

:

R

K

合
し
て
之
を
勘
考
す

.

る

7
^、

終
に
其
理
由
を

.

得
.

る
能
i

§

t

し
て 

結
局
也
息
顏
た
る
を

.

發
見
す
れ
ば
な

b

o

次
に
又

^

此
表
の
語
る
と
こ
ろ
を
以
、上
の
如
く
領
會
し
，て

.

前
'

に
?!

用
せ
.

圖

•表

を

見

る

.
ビ

き

は
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縱
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.
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右
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も
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て
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斯
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せ
る
意
は
想
ふ
に
縱
令
然
か
す
る
も
ヶ
ネ
ー
の
推
理
は
爲 

め
に
舉
せ

& ,
る
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1

ビ
贫

&-
其
.上
：に
、晋

人

ゆ

旣

に

述

：べ

た

る

一

特

隹•塊
ち
'
ヶ
:
ネ
1
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_

舊
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經
.濟
表
亂
に

‘存
す
る
交
渉
を
一
贗
明
瞭
な
ら
し
む
る
の
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利
益
あ
ぅ
と
な
せ
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な
る
ベ
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も
、然
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も
氏
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表
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於
て
は
不
生
孽
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級
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先
資
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が初めして
常に加エ
 

m

料
た
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生
產
物
ょ
办
#
る
と
豚
す
る
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あ
ら
ざ
れ
ば
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に
一
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流
通
變
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す
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ビ
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し
'て
了
る
が
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に
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係
す
る
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己
み
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成
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す
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す
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す
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齡
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^
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流
通
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の
數
量
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預
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控
の
間
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け
涊
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.
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因
果
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前
*

に
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て
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述
せ
る
が
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、流
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貨
幣
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座
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の
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又
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